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自転車乗用中の交通事故で亡くなられた方は、約６割が頭部に致
命傷を負っています（図１）。

また、自転車乗用中の交通事故においてヘルメットを着用してい

なかった方の致死率（※）は着用していた方に比べて約３．０倍高
くなっています（図２）。（※）「致死率」：死傷者数に占める死者数の割合

自転車乗用中の交通事故の被害を軽減するためには、頭部を保護

することがとても大切です。自転車に乗るときは、ヘルメットの着

用を心がけましょう！

自転車ヘルメットには、スポーツタイプや
帽子型など様々なタイプがあります。ご自分
の自転車に合わせてお気に入りのヘルメット
を選んでみてはいかがでしょう。

約３.０倍

４月から県内各地で、市役所職員や家電量販店等名乗り過払金や払戻金な
ど還付金があると言って、現金自動預払機（ＡＴＭ）へ行かせようとする不審電
話が多数確認されており、高齢者を中心に被害も発生しています。

次の手口と対策を参考に、被害に遭わないようにしましょう！

最近の還付金詐欺の手口（４ステップ）

市役所や役場職員、社会保険庁職員などになりすまし、

「以前に通知・連絡した介護保険料の払戻金・過払金などがあります」

「お金を支払いますので、金融機関と口座番号が必要になります」

「担当の金融機関の者から電話があります」

続いて、金融機関を名乗る者から

「お支払いはＡＴＭです。携帯電話を持って○○支店のＡＴＭへ。」

などと言ってＡＴＭへ行くよう誘導し、言葉巧みに振り込みをさせてしまうのです。

特殊詐欺注意報（還付金の巻）

① ＡＴＭで還付金を受け取ることはできないことを知りましょう。
② 市役所等からの還付金に関する電話は、一度電話を切って、

市役所に確認するようにしましょう。
③ 「電話」「還付金（払戻金・過払金）」「ＡＴＭ」は還付金詐欺の

キーワード。
このキーワードに心当たりがあれば、警察や家族に相談しましょう。

④ ＡＴＭの利用限度額を引き下げると、万が一だまされても被害を最小限に抑
えることができます。

還付金詐欺にあわない対策
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図１ 自転車乗用中死者の人身損傷主部位

（致命傷の部位）

（全国統計平成28年～令和２年）
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図２ ヘルメット着用状況別の致死率

（全国統計 令和２年）
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